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研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：経済学・理論経済学 
キーワード：マクロ経済学・経済成長理論 
 
１．研究計画の概要 
本研究は長期の成長の源泉たる技術進歩を
内生的に組み込んで長期の成長率の要因を
分析する内生的成長理論に，様々なこれま
で検討が不十分であった要因，資本の働き
や貨幣的性質，企業の参入・退出，知識の
海外への漏出等を新たに入れて，多様な成
長率，特に成長する国と貧困の罠に沈む国
の二極化や複数均衡性，レジーム変化モデ
ル分析し，更にはそのモデル分析から帰結
される有効な政策を提言しようとするもの
である。 
 
２．研究の進捗状況 
資本や知識の漏出を組み込んだモデルは基
本的に完成し完成度を高めている段階であ
る。貨幣的モデルは結果の分析に，企業モデ
ルは設定の仮定に未完成な部分を残してい
る。 
 
３．現在までの達成度 
いずれの研究もそれなりの到達度に達しつ
つあるが取り敢えずの目的である査読付き
英文誌への採択には至っていない。 
 
４．今後の研究の推進方策 
基本モデルが完成した研究に関しては
peer-review を参考に研究の細部を詰めて最
終年度内での採択を目指す。未完のものは早
期に完成させる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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